
電子出版でビジネスを
加速する方法
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• 電子出版とは

• 電子出版のキャッシュポイント

• 電子書籍を作る流れ

• 売れる電子書籍にするポイント

• 出版後にするべきこと

本日の内容



電子出版とは
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• 文字や画像、音声データなどをCD-ROMなどの記
憶媒体に記録したり、インターネット上でデータと
して出版すること。

• 電子出版するメリット・デメリット

• 電子出版ならamazon（KDP）

• 電子出版の現状と未来



KDP（Kindle ダイレクト・パブリッシング）
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電子出版のキャッシュポイント
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• その１ 印税収入

• その２ アフィリエイト

• その３ 自社商品の宣伝

• その４ 出版代行業

• その５ プロデュース業



その１ 印税収入
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• 販売価格の３５または７０％の印税（Kindleの場合）

• ３５％の場合最低販売価格は９９円

• ７０％の場合最低販売価格は２５０円

※１５００円の紙の本と２５０円の電子書籍を比較

１５００×０．１＝１５０円

２５０ ×０．７＝１７５円



その２ アフィリエイト
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• 記事の中で商品の紹介をする

• ハウツー、ノウハウ、レビュー系の本と相性がいい

• セールスライティングが重要



その３ 自社商品の宣伝
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• 自社の商品、サービスを書籍の中で紹介する

• 売り込み臭くならないように

• 利益の拡大が見込める

• 見込み客リスト獲得も可能



その４ 出版代行業
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• 出版したい人に対して、一連の作業を代行する
パッケージサービス

• 執筆、表紙作成、書籍データ作成、KDP登録作
業など

• 類似サービスがすでに増えているため、ブラン
ディング、実績、付加価値が重要となる

• 将来的には、出版社ポジションを狙う



その５ プロデュース業
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• 顧客のビジネスに合わせて、必要なものを一式提
供する。電子書籍以外のものも含まれる

• 提供できるノウハウなどがある顧客におすすめ

• 企画力が重要

• 例：コンサルタントプロデュース



電子書籍を作る流れ
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• ステップ１ 出版の目的、テーマを決める

• ステップ２ 執筆し、EPUBデータ化する

• ステップ３ 表紙を作成する

• ステップ４ KDPに登録する
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「しっかり学ぶべきものと、
ポイントだけ学ぶべきもの」

Tips



売れる電子書籍にするポイント
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1. 目立つ表紙

2. 読みたくなる具体的なタイトル

3. ランキング上位を狙えるカテゴリー選び

4. 興味を引く内容紹介

5. Amazonの各種プロモーション機能を活用する

6. 価格のチューニング
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Amazon内におけるプロモーションと販促



出版後にするべきこと
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1. 自分の媒体、SNSで告知

2. 悪い評価をされたところを改善

3. レビュー集め

4. 次のステップへ


